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62 soixante-deux 
今月は生まれながらの天才詩人，オウイデイウス (B.C.43-A.D. 17)の言葉に触れよ
うと思います.彼はスルモー(現スルモナ)に生まれ，ローマとアテナイで修辞学を修
めました.一時期官級に就きますが， f恋の歌j(B.C. 20)， r名婦の書簡j(13)，恋愛
技法j(1)などを発表し恋愛詩人として名声を獲得します.続いて f変身物語j(A.D. 
2-7)や[祭暦j(2-8)など大作の執筆に取りかかり，活躍の絶頂期jを迎えますが， 8 
主1:'，突然皇帝アウグストゥスの逆鱗に触れ，黒海沿岸トミス(現ルーマニア領コンスタ
ンツァ)への流7flJに処せられます.その正{i!iな理由は不明ですが，皇帝の孫娘ユリアと
の浮いたi噂が皇帝の憤りを招いたとも， r恋愛技法jのような著作が，ローマ古来の良
き背俗への復古を iヨ指す皇帝の怒りを買ったとも伝えられます.なおオウイデイウス
は，ローマへの帰還を願って幾度もi嘆願の書館を認めますが，結局これは容れられ
ず，流刑地で没することになります. トミスで著されたこつの作III~~ r悲歌j(9)と『黒
海からの手紙j(13)は，オウイデイウスの活動の第3WJをlliす静寂に満ちた佳作です.
さて今回は，オウイデイウスの主著『変身物語j(Metamorphoses)第4巻から「ピ
ユラムスとティスベ-Jの一節を読んでみましょう.この作品はギリシア・ローマ神
話の集大成として知られ，特に文芸復興期の文学，絵画・彫刻や音楽など様々な分野
に影響を及ぼしました.第!巻は「世界の始まり」そして「人1M]の誕生」から起こさ
れ，ギリシア神話の主なものをほぼすべて網経しつつ，最終第 15巻では皇帝カエサル
の千111絡化を Il/~って詩人の i可I!寺代にまで及びます.全巻に散りばめられた物語の数は総
計約250，主人公は特に設定されることがなく， I変身jが全巻のモチーフとなってい
ます.I変身jとは，ネ1話の登場人物が主としてネ1々の働きかけにより，動物や鳥，花
などに姿を変えられることを指していますが，このテーマは，ギリシアネ1話のなかで
は元来それほど目立つものではなく，オウイデイウスの独創と言ってよいでしょう.
「ピュラムスとティスベー」の物語は，第3巻から始まる「テーパイ諦」の1=j:1で，バ
ッコスの祭への参加を拒み，機織りに精を1J~1すミニュアスの娘たちが語る，最初jのお
話です(第4巻.55-166).バピロンの都に育ったこの美青年と美少女は，住まいが隣
同士という間約から相思相愛のや1となり，周囲が反対する J=j:J，家の壁越しに愛を育み
ます.ある夜， 2人は市監の外にあるニノス王の墓で落ち合おうと約束しますが，早
めに到着して恋人を待つテイスベーの沼に 112fのi世話il子が映り，彼女は沼窟に逃げ込
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みます.その際に被っていたベールが落ち，雌1sil子は， 1二を食んだばかりのr1でその
ベールを赤く染めて去ってゆきます.そこへピュラモスが到精し，鮮jUlに染まった恋
人のベールにその死を確信し遅れた自分を安めます.彼は携えていた銭安IJで己が身
を刺して果て，その lfIlは，もともと I~l かった桑の木の笑を赤黒く染めます.反ってき
たティスベーは変わり果てた恋人の姿に1英き伏し，その短鮮に身を重ねる，という筋
で， r変身Jのモチーフに述なるのは，桑の突がその色を変じたという点です.
この市i十l~iíîJ 1'1<:1な美しし¥?J;恋物語は，たとえばシェイクスピア (1564-1616)に
よる『真夏の夜の夢jや fロミオとジ、ユリエットjなど，後世多くの作家に影響を及
ぼすことになります.なおミニュアスの娘たちは，続いてもう二話物語を1mかせたあ
と，遂にパッコスネ1Iの怒りを身に受け，コウモリへと変身させられます (cf.IY. 415). 
以下に引くのは，先に逝った恋人の後を追うティスベーの言葉です(IY.151-153). 
[原文]persequar extinctum letique miserrima dicar / causa comesque tui; quique 
a me morte revelli / heu sola poteras， poteris nec morte revelli. / 
[仏訳]Je te sllivrai all-del主decette vie; on dI!司aqlle j' ai ere la callse deplorable et la 
compagne de ton trepas; 1乱 mortseule. hélas~ Pouvair t'arracher a moi; ru ne pourras 
pl11S m'etre arrache. meme par la mort. 
[拙訳]わたくしは怠絶えた貴方の後を追いましょう.そしてわたくしは哀れにも， it
方の死の理由また道連れとも言われましょう.わたくしから，ああ! ただ死だけによ
って引き離されえた貴方が，死をもってしでも引き離されえなくなるように.
j京文 i 行 1~1 末尾には 'dicar' (言われる)と受動未来形がj干jし1られていますが，イム伏
では3人称の一般人称を主誌に，能動JI三となっています.rわたくしJ(ティスベー)は
(ピュラムスの死の)'causa' (理由)そして 'comes'(道述れ)となるため，これら L誌と
同格の名詞が主格に置かれたまま， 1人科;の受動形 'dicar'が述郊に据えられるのです.
それから，オウイデイウスによる言葉のテクニックにも注目しましょう. J示文2，3行
自はともに 'molterevelli'という行末になっています.仏訳が 'lamolt'で始めかつ終え
るという rlIJ:lい構造J'inclusio'で対処しているあたり 苦労がうかがえますね.また
韻律上，たとえば原文 3 行 1~1 途中のコンマの位置には，多く caesura と呼ばれる「句
切れJが来ますが，この caesuraを挟んで 'posseラ(できる)の未完了過去形 (poteras)
と未来Jlj(potel・is)が対置されていて，詰JIHの定まった仏語では訳出不可能な技法が
披露されています.ラテン詩j去の可能性を極限まで追求したオウイデイウスの技量は，
この一節からも十分に感じl;zることができるのではないでしょうか.
(あきやま・まなぶ)
